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こ
と
は
で
き
な
い
。

(
1
)

全
文
を
読
み
下
せ
。

(
2
)

全
文
を
現
代
語
に
訳
せ
。

(
3
)

本
史
料
に
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
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二
0
二
ニ
年
度

の
う
ち
、

知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

A

次
の
史
料
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ
。

問
[
-
]
（
古
代
）

次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

〖
噂
士
後
期
課
程
〗

専
門
科
目

日
本
史
学

目
分
の
専
攻
す
る
時
代
の
問
題
を
選
ん
で
解
答
せ
よ
。
但
し
、

コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
届
)

•

横

複
数
の
時
代
を
選
ぶ
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嘩
奏
翠
一
、
長
盲

全一へ

B

次
の
史
料
を
読
ん
で
問
い
に
答
え
よ
゜

―-
0
二
ニ
年
度

〖噂
士
後
期
課
程
〗

ヽ
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姜
ぃ
予
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j

J

,

｀

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専
門
斜
目

日
本
史
学

(
1
)

引
用
関
係
に
注
意
し
な
が
ら
、
全
文
を
読
み
下
せ
つ

(
2
)

全
文
を
現
代
語
に
訳
せ。

(
3
)

本
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
知
る
ご
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

虞
慧
叉
夏
記
晨
全
LJ

コ
ー
贔
ス

入
学
試
験
閉
題

※
解
答
は
別
紙
（
盆
9

，
横

亨
全
予
応
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度
戸
予
土
疇
直
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誓
亥
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予
尺
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言

凜
い
ご
ご
苔
三
言
こ
責
事
畠
言
夏
画
濱
鼠
望
讀
五
誓

誓
不
へ
責
宣
言
言
天
貧
羞
平

.. 上

託
え
，
｀
｀
ー
：
是
圧
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贄
へ
翠
言
二
三
'9二
言
(
A
9
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｀
文
脅□賛
負
墨
畠
言
〈
全
享

清
覧
表
雪
誓
言
之
物
国
疇
ぎ
閏
ふ
虞
｀
苓
刃
］
厨
底
打

竺
ら
渇
工
ー
責
憂
虞
以
麿
會
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屯止

え
を
弄
ヂ
胄
冬
い
ら
豆
臼
し
布
硲
‘
匈
誓
大
令
沿
信
太

攻
宜
唸
庇
言
見
叫
引
:
ぺ
ぷ
｀
＿
呼
ぶ
ー
デ
鹿
杭
杖
莉
き
i
裕
粁
は
乏

高
涅
を
入
ょ
已
牙
冬
屈
名

1
月
践
弓
？
吏
竺
喜
さ
四
m

¥
1も

兵
向

さ
畠
槃
返
恰
況
え
安
ふ
り
み
蒻
面
伐
致
姜
靭
虔
も
由
四

杭
ふ
層
凡
貪
誓
弓
ょ
芯
白
侶
9
合
駅
姜
を
連

flii伶
序
胃
索
四
虞
喝
絡
望
中
致
闊
ぷ
は
国
ネ

を
え
”
艮
月
中
笙
髯
f
姜
咲
ぷ
ぢ
笈
化
苫
涵
渥
内
古

呵
な
け
嵩
殊
可
込
忌
ふ
｀
メ
匁
情
裔
咽
立
け
臼
銃
虔
代
之

同
喜
為
岱
↑
位

T
条
了
千
為
見
空
を
き
一
ぜ
贔
戌
九
大

い
累
3iili五
人
今
又
だ
ぎ
五
迄
長
を
合
曰
魯
逆
⑤
そ
へ
玄
拿

肉
今
盈
炉
と
ど
げ
手
幹
口
内
盈
辰
g
村
衣

(3)
1
・・1
-．_
＿
■

食
浅
委
ふ
良
庇
丘
弁
心
支
沖
汰
鈴
司
木
ゑ
人

A 

(
5
)

二
重
傍
線
部
の
天
皇
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(
4
)
傍
線
部
③
は
こ
こ
で
は
何
を
指
す
か
。
簡
潔
に
答
え
よ
。

(
3
)
傍
線
部
②
の
現
代
語
訳
を
記
せ
。
適
宜
言
葉
を
補

っ
て
構
わ
な
い
。

※
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

(
2
)
傍
線
部
①
の
読
み
方
と
意
味
を
記
せ
。

な
vヽ
゜

並
列
点
を
付
す
こ
と
。
な
お
、
誤
写
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
当
該
文
字
の
右
傍
に
校
訂
注
を
付
し
て
溝
わ

烹
点

(
1
)
左
の
史
料
の
釈
文
を
記
せ
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
今
日
通
用
し
て
い
る
字
体
を
用
い
、
適
宜
局

問

□]
（
中
世
）
次
の

A
.
B
.
c
三
問
に
答
え
よ
。

二

0
二

ニ

年

度

旱

揺

田

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

冒
土
後
期
課
程
〗
専
門
科
目
蘭
ぃ
ー
，

0
[
白
巧
「
一1ー
ス

入
学
試
験
閏
題

※
解
答
は
別
紙
＠
．
慄
書
）
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文
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こ

二

0
二
ニ
年
度

｀
士
後
期
課
程
]

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専
門
科
目

fJ末
t
l
叉
や
ナ
コ
ー
ス

〈

l

／
乞
の
ミ
料
の
象
文
乞
立
せ
。

〔

2

）
方
の
平
入
料
の
大
忍
き
記
せ
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
編

・
横

書
l

)
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二
0
二
ニ
年
度

【
博
士
後
期
課
程
】

A

左
の
史
料
は
、
安
政
元
年
(
-
八
五
四
）
三
月
、
吉
田
松
陰
が
下
田
沖
に
停
泊
中
の
ペ
リ
ー
艦
隊
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
に
、
海
外
渡
航
を

嘆
願
し
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
件
で
、
幕
府
が
身
柄
を
父
百
合
之
助
へ
引
き
渡
し
、
在
所
に
て
蟄
居
を
申
し
つ
け
た
時
の
幕
府
裁
決
書
写

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
松
陰
の
下
田
渡
航
に
至
る

一
連
の
動
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

(
1
)
左
の
史
料
を
要
約
せ
よ
。

(
2
)
嘉
永
六
年
(
-
八
五
三
）
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
た
頃
の
日
本
国
内
の
情
勢
に
つ

い
て
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。
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砧
和

バ
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曇

↑
蒻
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、ヽぷク
5
;
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＇
｀
匁
ぐ
↓
羞
｀
5

信
怠
八
ふ
骨
邑

吃
ぐ
：
象
を
｀
ふ
多
？

:
1
え
¢
そ
ば
？

t

ぇ
ク
羞
名
小
心
翌
撃
濱
｝

一

蕩
出
洛
ロ
ー
え
公
箪

問
-
二
]
（
近
世
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専
門
科
目
日
よ
心
や
人
珀
え
＞
コ
ー
ス

偉
ふ
限
羨
lふ
人
冷
佑

滋
｀
必
魯
言
9
汎

中
此
終
届
ゆ
’
ゑ
店

貧
牙
冷
品
搾
て
各
蒻

妙
；
＆
令
暮
怜
N

ヤ
を
ん
碁
ク
内
川
ボ
偲
i

ご
具
望
廿
条
怜
令
て
も
硲

一

ィ

f
¥

次
の
A
こ
竺
一
問
に
答
え
よ
。
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f
ば
ゑ
？

‘gi、

三
茫
峰
了
ゆ
仔
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ふ

R

汲
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＼
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勺
月
t
て

衣
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憶
老
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？
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傍
線
部
口
を
現
代
日
本
語
訳
せ
よ
。

傍
緑
部
ハ
を
現
代
日
本
語
訳
せ
よ
。

[
博
士
後
期
課
程
]

専
門
科
目

二
0
二
ニ
年
度

日
本
史
学
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屡
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氣
戌
え
え
青
凰
ヽ
高
言
艮
暴
心
稚
令
ギ
仕
L

lー
ズー

|~
t

円
[1 ，9

-
ー

7
:
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1

｀
肴
岨
羞
凧
渇
景
叉
斎
亨
貪
渇
賃
文

：
是
貫
高
,点

IÌむ
]詞ー
タ訊
函

喜
牙
恩
t

去へ
、'

員
／□
口
：
口
旦
し□国:1
〗〗
〗
ヤ
一
パ

靡
麦
肴
千
璽

1

.

J

繹
ふ
信

91
心
屑
言
繋
蒻

責
竺
鍔
[1

号、書
鰍
贅
賃
卓

Ti|ゲ
公
督
雙
誓
―
m三

沢
桑
そ
｀
5
言
鴫
＼
＼
罰
賃
：
三
ェ

9直
之
衣
合
籍
す
ユ
急

戸
鍔
姜
言
）
｀
｀
〔
皐
嶺
度
凸
だ
ご
志

i

:

膚
ヒ
：
｀
ー
皐
戸
も
墨
喜
‘A
＼
ふ
ふ
髯

守
喜

信
罰
喜
蒻

ftt
f
l着
〗
＼
鴫
膚
具
｀

~

字

吾
う
¢

懇
亨
i

て；

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

コ
ー
ス

左
の
史
料
は
、
『
異
国
日
記
』
の
一
部
で
あ
る
。
こ
九
を
続
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

(
1
)
 

(2
)
 

(
3
)
 

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦

傍
線
部
イ
「
濃
毘
数
般
」
と
は
ど
こ
か
。
当
該
期
ま
た
は
現
代
の
国
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
答
え
よ
。

書）



二
0
二

ニ

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

キ

牛

中
{

r

/

[

各

コ

ー

ス

（
近
。
現
代
）

(
3
)

こ
の
書
簡
の
差
出
人
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

(
4
)
傍
線

a
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

(
5
)
傍
線

b
の
人
物
名
及
び
同
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

(
2
)
こ
の
書
簡
の
書
か
れ
た
年
を
西
暦
で
記
し
な
さ
い
。

(
1
)

こ
の
書
簡
全
文
を
楷
書
で
記
し
な
さ
い
。

A

次
の
史
料
を
読
み
、
設
問
に
答
え
よ
。

問
[
四
]

次
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
露
・
横

書）
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二
0
二

ニ

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

入

学

試

験

問

題

〖博
士
後
期
課
程
〗
専
門
科
目
日
オ

｀
．E
丈
印
プ

コ
ー

ス
※
解
答
は
別
紙
盆
繁
横
書
）

咋
月
う
丁
王
覧
ふ

立
し
介
雙
？
~
亨

ゎ
詭
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湊
素
虎
忍
[

芦
亨
二
特
e

危
匂

；
ゥ
象
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乳
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皇
冷
；
匠

丘
；
り
汚
升
恣
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ふ
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出
バ
i
v

“
ク
る
を
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衛
＇
土
創
；
哀
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が
蒻
一
り
臼
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団

亭
閤
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臼
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